














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ニラ渡航のための書状cartas de favorを求めた。 「薩摩の国の奉行3人が、現在都にい
る彼等の主兵庫頭（義弘）がその地に派遣する２隻の船のために書状を与えてくれるよ
う私に求めてある人物を送ってよこしました。...彼等の言によると、船の１隻の船長
はキリスト教徒でフアンと称します。私はこの２隻について総督に書きます。」（マニ
ラのチリーノ宛、1600年10月１日付、長崎発信。Jap．Sin．20II．f．68）。島津家
の者が長崎に司教を訪れたのは関ヶ原の戦いの始まる直前のことで、島津氏は西軍に
転じた頃でもあった。フアン（ドミニコ会のフランシスコ・モラーレスによると、フア
ン・ロペス）、すなわち船長大迫吉之丞フアンは家康発行の朱印状をもたずに司教セル
ケイラの書状のみをもってマニラに渡航した。島津氏は、慶長９年５月10日（1604
年６月7日）付の維新（義弘）の少将（家久）宛書状によると、幕府の取次山口直友を介
してマニラ渡航朱印状を幕府に依頼したが、しかし、家康はこれを認めなかった（上
書．1949号）。幕府が島津氏に発給した異国渡航朱印状は慶長９年から14年（1604
～ 1609）まで８通であるが、マニラ宛の朱印状はついに発給されなかった。
５．小西一族の薩摩避難
　関ヶ原の戦い（1600年10月）後、八代麦島城主小西美作ディオゴ（作右衛門、行重．
行長の弟主殿介とも女婿とも言われる）は、家臣ら500名（一説に1500人、島津家分家
西川家系図では70人）を率い、京泊さらに川内に至った。小笠原アンドレ（馬術指南）
と志岐の城主日比屋平右衛門ヴィセンテ、及びイエズス会士２名が同行したが、宣教
師は仏僧の反対によりほどなく長崎に去った。その後、ヴァリニャーノは日本人イル
マンを島津家久に遣しているが、これは後に言及するように島津氏がイエズス会に対
しマニラ貿易への斡旋を依頼していたことに関わるのかもしれない。島津氏が小西美
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作とその一統を受け入れたのは、義久と小西行長との信義関係が行長の宇土転封以来
続いており、また関ヶ原の戦いでは同じ西軍にあって家康に対峙したこと、さらにマ
ニラ貿易推進のためにイエズス会との融和関係維持が必要と痛感していたからであっ
たろう。
　美作ディオゴは1602年初め頃に死没したが、家久は嫡子作右衛門ディオゴ（11歳）
に父の所領6000石を与えた。美作ディオゴの遺体が同年3月下旬に長崎に運ばれ同地
で葬儀がなされた後、息子ディオゴは、にあばらルイス神父を伴って薩摩（東市来の
江口）に戻った。にあばら神父は1603・04年に島津氏と江口のキリシタンを訪問して
いる。同神父は1605年にも薩摩の江口を再訪し200人以上の告解を聴き37名に洗礼
を授けている。さらに彼は川辺に行き老ミゲルの子（父と同じ洗礼名）を訪れた。この
時、子のミゲルはザビエルが父に与えた遺品の信心具（コンタスと聖水の入った壷）を
宝物として保管しているとして神父に見せている。しかし、市来から川辺に移ってい
た領主新納氏はキリスト教に対する態度を硬化させており、聖母像・祭壇・天蓋をキリ
シタンから取り上げ、聖母像をマニラ商人に売却し、天蓋の布で子供達の服を作った、
と言う（ジョアン・ロドリゲス・ジラン、1606年３月10日付、長崎発信の「日本年報」）。
にあばら神父は1608年にも、鹿児島に島津家久を表敬訪開し同地のキリシタンに宣
教し、のち江口のキリシタンをも訪問した。しかし、川内のキリシタン武士税所七右
衛門レオンが主君北郷加賀守の棄教命令を拒み斬首されたのは同年11月16日のこと
で、前藩主義久はその正当性につき発言し処刑を是認した。1609年４月末には小西
ディオゴは改易され、家臣と共に追放され長崎に退去した。
６．ドミニコ会士の薩摩宣教
　司教セルケイラは教皇クレメンテ８世に1603年１月１日付で発送した報告書にお
いて、教皇グレゴリオ13世が発した勅書にも拘らず、1602年７月にフィリッピン諸
島からスペイン系托鉢修道会の宣教師16名が大挙来日したことによって、「おびただし
くしかも重要な不利益がこの教会のために生じた」（チースリク「セルケイラ司教の報
告書」『キリシタン研究』13、302頁）として、日本の可変的な政治状況を踏まえてキ
リシタン教界の将来について懸念を表明した。さらに島津氏のドミニコ会士の招聘問
題に関連して、かつてイエズス会は三度島津領内にレジデンシア建設を試みたが、島
津氏の関心がフィリッピン船の寄港による利益以外にはなかったために失敗したとし
て、次のように述べている。
「ドミニコ会士を招待する前に、彼（島津氏）はイエズス会の修道者たちと全く同じ契
約をしようとした。すなわち、もし［マカオの］ポルトガル人にそこへ船を送るように
